
序

「
青
猫
」
か
ら
「
氷
島
」
へ
の
詩
法
の
変
遷
の
様
子
を
調
べ
て
み
よ
う
と

い
う
事
は
、
「
月
に
吠
え
る
」
・
『
青
猫
」
に
よ
り
、
〃
現
代
の
詩
人
も
未

註
①

だ
超
克
で
き
ぬ
口
語
詩
の
完
成
者
″
と
さ
え
言
わ
れ
る
萩
原
朔
太
郎
が
、
そ

の
偉
業
の
後
に
『
郷
土
望
景
詩
」
・
「
氷
島
』
な
る
文
語
詩
を
書
い
た
事
に

対
す
る
驚
き
と
、
で
は
そ
れ
は
果
た
し
て
何
う
評
価
さ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、

と
い
う
極
く
当
り
ま
え
な
疑
問
に
答
え
よ
う
と
す
る
，
も
の
で
あ
る
。
と
は
言

え
、
こ
こ
で
な
そ
う
と
す
る
事
は
、
そ
う
い
う
詩
法
の
推
移
を
朔
太
郎
個
人

の
私
生
活
や
性
格
・
情
操
、
或
い
は
思
想
な
ど
の
有
り
様
や
推
移
に
帰
結
さ

せ
て
解
明
す
る
と
い
う
事
で
は
な
い
。
否
、
そ
の
作
業
は
確
か
に
不
可
欠
で

は
あ
る
が
、
同
時
に
、
詩
芸
術
は
（
萩
原
朔
太
郎
な
る
詩
人
の
個
人
像
を
研

究
す
る
場
合
は
と
も
か
く
）
そ
の
よ
う
な
詩
篇
の
背
景
か
ら
の
み
評
さ
れ
て

は
な
ら
泡
性
質
の
も
の
だ
と
思
う
。
何
故
な
ら
、
詩
篇
は
非
日
常
的
次
元
の

言
語
に
よ
る
非
日
常
的
次
元
の
言
語
的
世
界
で
あ
り
、
読
者
に
創
作
の
権
限

』
萩
原
朔
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
）

１

萩
原
朔
太

Ｉ
『
青
猫
』
か
ら
『
氷
島
』
へ
の
推
移
を
辿
っ
て
Ｉ

ロ

郎 F

詩
の
詩
法

を
半
ば
任
せ
た
言
語
芸
術
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
に
は
、
読

者
の
前
に
提
出
さ
れ
た
一
詩
篇
は
本
質
的
に
は
そ
の
作
者
と
無
関
係
で
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
限
り
で
は
〃
朔
太
郎
個
人
″
を
一
時
あ
ず
け
て
詩
作

品
を
管
見
し
て
み
る
事
も
徒
労
で
は
あ
る
ま
い
・

勺
シ
□
旧
く
戸
門
国
詞
昌
は
、
詩
語
お
よ
び
詩
的
世
界
を
、
次
の
よ
う
に
言

吟
フ
○

イ

（
前
略
）
言
語
の
実
用
的
或
い
は
抽
象
的
な
使
用
に
お
い
て
は
、
形
式
、

す
な
わ
ち
言
辞
の
物
理
的
な
も
の
、
感
性
的
な
も
の
、
お
よ
び
実
現
作
用

自
体
は
へ
保
存
さ
れ
な
い
。
形
式
は
理
解
の
後
に
残
存
せ
ず
、
明
噺
さ
の

裡
に
解
消
し
ま
す
。
形
式
は
働
き
を
す
ま
せ
、
役
目
を
了
し
、
理
解
せ
し

め
た
。
形
式
は
生
を
お
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
｝
」
れ
に
反
し
て
、
こ
の
感
性
的
な
形
式
が
そ
れ
自
身
の
効
果

に
よ
っ
て
、
己
れ
を
受
け
入
れ
さ
せ
、
い
わ
ば
己
れ
を
尊
敬
さ
せ
る
、
そ

し
て
ひ
と
り
注
目
尊
敬
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
欲
求
さ
せ
、
し
た
が
っ
て

反
復
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
重
要
性
を
帯
び
る
否
や
、
’

二
七
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そ
の
時
に
は
何
も
の
か
新
し
い
も
の
が
現
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
ず

識
ら
ず
の
う
ち
に
一
変
さ
れ
て
、
も
は
や
実
用
的
秩
序
に
属
せ
ぬ
一
体
制

に
従
い
、
諸
法
則
の
下
に
、
生
き
、
呼
吸
し
、
思
考
し
よ
う
と
い
う
気
に

な
っ
て
い
る
。
ｌ
す
な
わ
ち
、
こ
の
状
態
の
裡
に
起
こ
る
こ
と
は
何
事

も
、
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
た
行
為
に
よ
っ
て
、
解
決
さ
れ
も
、
完
了
さ
れ

も
、
廃
棄
さ
れ
も
し
な
い
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
詩
的
宇
宙
に

註
②

入
る
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
我
☆
が
日
常
生
活
の
中
で
用
い
る
言
葉
や
論
理
的
な
説
明
の
為

に
用
い
る
言
語
ｌ
即
ち
実
用
的
散
文
的
な
言
語
（
以
下
こ
れ
を
一
次
的
言
語

と
呼
ぶ
）
１
１
の
世
界
に
於
て
は
〃
理
解
さ
れ
る
事
″
に
目
的
が
あ
り
、
そ

れ
が
成
就
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
は
完
結
す
る
。
け
れ
ど
も
〈
詩
的

宇
宙
〉
は
〈
実
用
的
秩
序
に
属
せ
ぬ
一
体
制
に
従
い
、
諸
法
則
の
下
に
、
生

き
、
呼
吸
し
、
思
考
〉
さ
れ
る
、
非
日
常
的
な
、
謂
わ
ば
〃
二
次
的
世
界
″

と
で
も
名
付
く
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
世
界
で
の
言
語

表
現
に
は
〈
実
用
的
秩
序
に
属
せ
ぬ
〉
言
語
が
要
求
さ
れ
る
事
に
な
る
。
換

言
す
れ
ば
、
〈
（
前
略
）
ほ
と
ん
ど
そ
の
意
味
（
実
用
的
散
文
的
意
味
）
を
失
っ

て
し
ま
い
、
用
立
つ
こ
と
を
や
め
た
が
、
し
か
も
な
お
、
全
く
別
な
生
で
は

、
、
、
、
、

あ
る
が
、
さ
ら
に
一
つ
の
生
を
生
き
よ
う
と
欲
す
る
（
中
略
）
そ
の
有
限
な

、
、
、
、
、
、

意
義
（
実
用
的
意
味
を
担
う
一
次
的
言
語
と
し
て
の
意
義
）
を
犠
牲
に
し
て
、
価

註
③

値
を
帯
び
た
〉
謂
わ
ば
非
日
常
的
次
元
で
の
言
語
（
以
下
こ
れ
を
二
次
的
言
語

と
呼
ぶ
）
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
言
語
に
よ
っ
て
〈
詩
的
宇
宙
〉

が
表
現
さ
れ
得
た
時
、
初
め
て
詩
篇
は
一
つ
の
完
結
し
た
詩
芸
術
と
し
て
成

立
す
る
の
で
あ
る
。

0
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従
っ
て
、
一
次
的
言
語
の
使
用
さ
れ
る
世
界
に
於
て
は
、
話
者
な
い
し
著

者
は
〃
理
解
さ
れ
る
事
″
を
目
的
と
し
て
一
次
的
言
語
で
話
し
・
書
く
の
で

あ
る
か
ら
、
聞
き
手
な
い
し
読
み
手
は
、
彼
等
が
用
件
や
思
念
な
ど
を
伝
達

し
よ
う
と
し
て
用
い
る
そ
の
言
語
を
、
言
葉
ど
お
り
忠
実
に
追
跡
な
い
し
再

現
す
れ
ば
（
理
解
す
れ
ば
）
良
い
の
だ
が
、
詩
の
享
受
者
は
、
先
ず
日
常
的
次

元
の
自
己
を
離
れ
て
、
〈
実
用
的
秩
序
に
属
せ
ぬ
一
体
制
に
従
い
、
諸
法
則

の
下
に
、
生
き
、
呼
吸
し
、
思
考
〉
す
る
世
界
（
即
ち
〈
詩
的
宇
宙
〉
）
に
己

れ
を
置
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
そ
の
上
で
、
二
次
的
言
語
が
実
用
的
意
味

を
持
た
ぬ
も
の
で
あ
る
故
に
、
詩
作
品
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
表
出
さ
れ
て
い
る
〈
詩
的
宇
宙
〉
を
、
享
受
者
自
身
が
二

吹
的
言
語
を
媒
介
と
し
て
〃
創
造
″
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
詩
芸
術

に
於
て
は
、
享
受
者
側
に
も
創
造
の
権
限
が
確
固
と
し
て
存
在
し
、
寧
ろ
そ

の
権
限
を
全
う
す
る
事
が
享
受
者
側
の
義
務
な
の
で
あ
る
。
山
添
昌
子
氏
流

に
言
え
ば
、
詩
芸
術
は
〈
…
…
現
世
の
生
活
人
た
る
自
己
を
捨
象
し
、
イ
マ

註
④

－
ジ
「
一
に
転
位
し
〉
た
心
的
状
態
で
鑑
賞
さ
る
べ
き
も
の
だ
と
言
え
よ
う
か
。

さ
て
、
享
受
者
側
は
〈
詩
的
宇
宙
〉
の
創
造
を
作
者
と
分
担
す
る
訳
だ
が
、

そ
う
す
る
と
次
に
享
受
者
側
の
享
受
の
窓
意
性
が
問
題
と
な
る
。

作
者
の
側
か
ら
言
え
ば
、
自
身
の
内
部
に
あ
る
く
詩
的
宇
宙
〉
を
出
来
る

限
り
正
確
に
表
現
し
、
享
受
者
に
正
確
な
享
受
を
求
め
る
の
が
作
者
と
し
て

の
権
利
で
あ
り
義
務
で
あ
っ
て
、
享
受
者
の
窓
意
的
な
享
受
を
放
置
す
・
へ
き

で
は
な
い
。
で
は
作
者
は
そ
れ
を
如
何
様
に
し
て
全
う
し
う
る
の
か
？
既

述
の
如
き
、
詩
芸
術
が
詩
芸
術
た
る
為
の
条
件
、
を
出
来
得
る
限
り
完
全
に

満
足
さ
せ
れ
ば
良
い
。
ｌ
蓋
し
、
詩
芸
術
が
先
述
の
如
き
性
格
を
持
つ
も

苧
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以
上
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
萩
原
朔
太
郎
の
詩
法
の
特
質
を
、
『
青
猫
」

か
ら
「
氷
島
」
へ
の
移
り
変
り
を
探
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

私
の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
『
青
猫
」
と
「
氷
島
」
の
評
価
の
問
題
に

帰
着
し
よ
う
し
、
朔
太
郎
詩
に
於
け
る
口
語
詩
系
の
詩
篇
と
文
語
詩
系
の
そ

れ
と
の
評
価
の
視
座
を
求
め
る
事
に
も
な
ろ
う
。
ｌ
蓋
し
、
朔
太
郎
の
詩

註
⑤

篇
を
几
そ
の
年
次
順
に
概
括
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
「
愛
憐
詩
篇
』
（
詩
集
「
純
情
小
曲
集
」
前
半
）

二
、
『
月
に
吠
え
る
」
と
「
松
葉
に
光
る
」
（
詩
集
「
蝶
を
夢
む
」
後
半
）

三
、
『
青
猫
」
と
「
蝶
を
夢
む
』
（
詩
集
「
蝶
を
夢
む
」
前
半
）

四
、
『
吉
猫
以
後
』
（
第
一
書
房
版
「
萩
原
朔
太
郎
詩
集
」
に
初
出
の
詩
篇
）
と

萩
原
朔
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
）

の
で
あ
る
以
上
、
完
全
に
近
い
詩
篇
で
あ
れ
ば
あ
る
程
そ
の
窓
意
性
は
少
な

い
筈
な
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
一
次
的
言
語
に
は
個
灸
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の

違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
包
含
さ
れ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
多
様
性
を
作
者
自

身
の
仕
方
で
二
次
的
言
語
化
す
る
事
に
よ
っ
て
排
除
し
、
作
者
の
表
現
し
よ

う
と
す
る
詩
的
宇
宙
の
イ
メ
ー
ジ
に
相
応
し
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
担
う
言
語

に
す
れ
ば
、
そ
れ
が
完
全
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
読
者
の
享
受
の

窓
意
性
は
無
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
一
詩
篇
の
全
体
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
個
々
の

二
次
的
言
語
の
イ
メ
ー
ジ
の
総
和
的
な
関
り
合
い
の
下
に
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
。
そ
れ
故
、
詩
篇
の
言
研
は
個
交
別
々
の
イ
メ
ー

ジ
を
担
い
乍
ら
同
時
に
詩
篇
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
担
う
も
の
で
も
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。

。
？

凸

「
郷
土
望
景
詩
』
（
詩
集
「
純
情
小
曲
集
」
後
半
）

五
、
『
定
本
青
猫
』
（
同
名
の
詩
集
に
初
出
の
少
数
詩
篇
）
と
「
氷
島
』

そ
し
て
更
に
は
、

ａ
、
右
の
〈
一
〉
に
先
立
つ
か
或
い
は
〈
一
〉
〈
二
〉
の
間
に
亘
る
、
朔

太
郎
の
生
前
に
上
木
さ
れ
た
詩
集
に
は
無
い
が
当
時
の
雑
詩
等
に
発
表

さ
れ
た
作
品
や
原
稿
の
ま
ま
で
活
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
、

ｂ
、
詩
集
「
宿
命
』
に
代
表
さ
れ
、
右
の
〈
二
〉
と
〈
三
〉
辺
り
か
ら
以

後
の
全
般
に
見
ら
れ
る
散
文
詩
、

Ｃ
、
右
の
ａ
よ
り
更
に
先
立
つ
短
歌
、

等
の
作
品
も
あ
り
、
厳
裕
に
言
え
ば
、
本
稿
の
テ
ー
マ
を
扱
い
切
る
為
に
は

斯
様
な
朔
太
郎
詩
全
般
を
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
ろ
う
が
、
詩
法
に
関

す
る
限
り
『
青
猫
一
一
を
口
語
詩
の
頂
点
と
認
め
『
氷
島
』
を
朔
太
郎
詩
の
詩

法
の
終
点
と
考
え
る
（
現
実
的
に
は
『
宿
命
』
に
収
め
ら
れ
た
数
詩
篇
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
こ
う
い
っ
た
散
文
詩
は
、
些
か
趣
を
異
に
す
る
の
で
別
に
し
て
論
じ
る
方
が
良

か
ろ
う
）
の
で
、
本
稿
で
は
「
青
猫
」
か
ら
「
氷
島
」
迄
の
時
期
に
焦
点
を

置
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

蓋
し
「
青
猫
」
を
口
語
詩
の
頂
点
と
認
め
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、
従

来
よ
り
『
月
に
吠
え
る
」
の
評
価
と
の
関
連
に
於
て
執
れ
を
良
し
と
す
る
か
、

未
だ
定
ま
ら
ぬ
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
は
別
に
稿
を
設
け
ね
ば
説
き
切
れ
ぬ
大

問
題
な
の
で
そ
の
辺
の
事
情
を
詳
説
す
る
事
は
暫
く
断
念
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ｌ
‐
詩
法
に
関
す
る
限
り
『
青
猫
」
に
於
て
、
よ
り
堅
固
な
詩
的
宇
宙
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
、

よ
り
確
固
と
し
た
二
次
的
言
語
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、
と
既
述
の
立

場
か
ら
し
て
結
論
付
け
ら
れ
る
故
に
、
私
は
『
青
猫
』
を
「
月
に
吠
え
る
」

二
九
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註
①
例
え
ば
三
好
達
治
氏
の
一
文
「
萩
原
朔
太
郎
詩
の
概
略
」
（
筑
摩
書
房
版
『
三
好

達
治
全
集
第
五
巻
』
ｌ
河
上
徹
太
郎
他
五
名
編
集
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
十

五
日
発
行
ｌ
娚
頁
Ｉ
印
頁
あ
た
り
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
即
ち
ｉ
〈
（
筆

者
註
ｌ
『
月
に
吠
え
る
』
中
の
「
か
な
し
い
遠
景
」
と
「
山
に
登
る
」
を
例
に

あ
げ
て
）
口
語
詩
は
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
四
十
年
既
に
川
路
柳
虹
の
試
作
す
る
と

こ
ろ
と
聞
く
。
こ
こ
に
引
い
た
二
作
は
、
前
者
が
大
正
四
年
後
者
は
同
六
年
の
発

表
に
か
か
る
。
そ
の
間
十
年
、
口
語
詩
は
や
う
や
く
成
熟
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
成
果

を
う
る
ほ
ど
に
板
に
つ
い
た
、
と
一
応
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
…
…
要
す
る
に
こ
の
種
の
詩
語
の
こ
の
種
の
詩
感
は
、
こ
の
詩
人
の
場
合
の
や

う
に
、
す
っ
き
り
と
高
く
純
粋
な
完
成
度
に
到
達
し
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
後
口
語
詩
は
…
．
：
同
じ
く
『
月
に
吠
え
る
』
の
詩
人
と
同
じ
程
度
に
そ
こ
で

充
分
成
功
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
、
こ
れ
を
見
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
一
般
口
語
詩

は
、
萩
原
朔
太
郎
以
後
一
歩
も
前
進
し
て
ゐ
な
い
し
、
い
つ
か
う
新
ら
し
く
も
な

っ
て
ゐ
な
い
。
瘻
友
人
の
い
ふ
や
う
に
、
現
代
口
語
詩
は
萩
原
朔
太
郎
に
於
て
完

成
し
た
、
と
い
ふ
の
は
、
だ
か
ら
唯
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
抗
議
の
出
や
う
の
な
い
判

定
と
い
っ
て
い
い
〉
と
。
こ
れ
は
、
同
右
全
集
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十

四
年
八
月
か
ら
三
月
間
、
雑
誌
『
新
潮
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
未
だ

古
び
た
過
去
の
発
言
と
は
言
え
ぬ
と
思
う
。
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
の

辺
の
事
情
を
詳
し
く
論
考
す
る
事
は
差
控
え
る
が
、
私
は
昭
和
四
十
年
代
の
現
今

も
尚
、
朔
太
郎
の
口
語
詩
を
完
全
な
意
味
で
超
克
し
得
た
口
語
詩
は
出
現
し
て
い

註
⑥

よ
り
も
高
く
評
価
す
る
立
場
に
立
つ
。

ま
た
、
『
氷
島
」
の
評
価
に
つ
い
て
も
諸
説
紛
紛
、
紹
介
だ
け
で
も
紙
数

註
⑦

数
多
を
要
す
る
が
、
私
は
文
語
詩
系
の
詩
篇
の
頂
点
と
し
て
こ
れ
を
選
ん
だ

の
で
は
な
い
。
本
稿
の
意
図
か
ら
、
朔
太
郎
詩
の
詩
法
の
終
焉
点
に
あ
る
詩

篇
群
と
い
う
意
味
で
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

砧
硯
■
日
日
日
日
・
４

三
○

な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
佐
藤
正
彰
訳
「
詩
と
抽
象
的
思
考
」
ｌ
弓
○
園
日
日
弓
同
国
闇
両
戸
鬮
‐

目
屍
諺
胃
弓
両
ｌ
Ｈ
ｐ
①
刷
秒
ゴ
胃
○
崩
一
円
曾
Ｈ
①
ざ
Ｈ
ら
＄
》
胃
匡
５
ｇ
閏
ｇ
Ｑ
ｏ
冒

甲
の
い
ぃ
一
○
鷺
。
ａ
》
后
路
Ｉ
（
筑
摩
書
房
版
『
ヴ
ァ
レ
リ
ー
全
集
６
詩
に
つ

い
て
』
Ｉ
落
合
太
郎
他
三
名
監
修
一
九
六
七
年
四
月
三
十
日
発
行
ｌ
所
収
）

③
同
右
。
（
）
内
平
田
。

④
「
萩
原
朔
太
郎
の
詩
の
文
体
」
（
『
国
語
国
文
』
第
三
十
二
巻
・
第
四
号
昭
和

三
十
八
年
四
月
発
行
）

⑤
こ
の
辺
り
の
年
次
的
考
察
は
、
伊
藤
信
吉
編
「
作
品
年
譜
」
（
新
潮
社
版
『
萩

原
朔
太
郎
全
集
第
一
巻
く
詩
集
（
全
）
〉
』
室
生
犀
星
他
二
名
編
集
昭
和
三
十

四
年
四
月
一
日
発
行
）
と
三
好
達
治
著
「
後
記
」
（
同
右
全
集
所
収
）
、
更
に
は
伊

藤
信
吉
編
「
萩
原
朔
太
郎
年
譜
」
（
同
右
全
集
第
五
巻
所
収
）
等
に
よ
っ
た
。

⑥
尚
、
私
の
凡
そ
賛
同
す
る
『
青
猫
』
に
つ
い
て
の
論
文
は
、
伊
藤
整
編
『
萩
原

朔
太
郎
』
（
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
第
十
五
巻
、
角
川
書
店
昭
和
三
十
五
年
十

二
月
三
十
日
発
行
）
所
収
の
那
珂
太
郎
氏
著
「
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
」
中
の

〈
青
猫
〉
の
項
で
あ
る
。

⑦
例
え
ば
、
三
好
達
治
氏
等
は
『
氷
島
』
を
評
価
せ
ず
（
前
掲
の
全
集
本
所
収

「
詩
集
『
氷
島
』
に
就
て
」
等
参
照
）
、
寧
ろ
文
語
詩
系
の
作
品
と
し
て
は
『
郷

土
望
景
詩
』
を
評
価
し
て
い
る
（
註
①
と
同
様
の
論
文
等
参
照
）
。

そ
れ
に
対
し
、
寺
田
透
氏
（
『
萩
原
朔
太
郎
研
究
』
ｌ
伊
藤
信
吉
編
思
潮
社

一
九
六
六
年
七
月
一
日
刊
ｌ
所
収
「
朔
太
郎
管
見
」
参
照
）
や
篠
田
一
士
氏

（
雑
誌
『
文
学
界
』
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
号
蛇
頁
ｌ
船
頁
所
収
「
萩
原
川

太
郎
論
Ｉ
『
氷
島
』
に
つ
い
て
ｌ
」
参
照
）
等
は
『
氷
島
』
を
評
価
し
て

い
る
。

ザ

７



１
『
青
猫
」
・
「
蝶
を
夢
む
」
（
詩
集
「
蝶
を
夢
む
」
前
半
）

註
①
註
②

二
月
猫
』
及
び
そ
の
拾
遺
詩
集
と
し
て
の
「
蝶
を
夢
む
』
は
、
凡
そ
大
正

六
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
集
で
あ
り
、
こ

れ
を
詩
法
上
の
『
青
猫
」
時
代
と
名
付
け
る
。
｝
」
の
時
代
は
、
更
に
詳
細
に

見
れ
ば
、
大
正
六
年
か
ら
同
七
年
に
か
け
て
の
詩
篇
と
、
間
お
よ
そ
三
年
半

註
③

を
置
い
て
の
大
正
十
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
の
詩
篇
と
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
ブ
ラ
ン
ク
を
境
に
し
て
詩
法
上
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
詩
法

上
、
「
青
猫
」
前
期
．
「
青
猫
』
後
期
、
と
い
う
ふ
う
に
分
け
る
事
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

お
る
が
ん
を
お
弾
き
な
さ
い

女
の
ひ
と
よ

あ
な
た
は
黒
い
着
物
を
き
て

お
る
が
ん
の
前
に
坐
り
な
さ
い

あ
な
た
の
指
は
お
る
が
ん
を
這

ふ
の
で
す

か
る
く
や
さ
し
く
し
め
や

か
に
雪
の
ふ
っ
て
ゐ
る
音

の
や
う
に

お
る
が
ん
を
お
弾
き
な
さ
い

女
の
ひ
と
よ
・萩

原
朔
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
）

C

○

r

だ
れ
が
そ
こ
で
唱
っ
て
ゐ
る
の

だ
れ
が
そ
こ
で
し
ん
み
り
と
聴

い
て
ゐ
る
の

あ
あ
こ
の
ま
っ
黒
な
愛
灘
の
闇

の
な
か
で

べ
っ
た
り
と
壁
に
す
ひ
つ
い
て

お
そ
ろ
し
い
巨
大
の
風
琴
を
弾

く
の
は
だ
れ
で
す
か

宗
教
の
は
げ
し
い
感
情
そ
の

ふ
る
へ

け
い
れ
ん
す
る
ぱ
い
ぷ
お
る
が

4

ん
れ
く
れ
え
む
／

女
の
ひ
と
よ
◎

お
祈
り
な
さ
い
病
気
の
ひ
と
、

よ
あ
あ
ま
っ
く
ろ
の
な
が
い

お
そ
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
お
着
物
を
き
て

そ
る
し
い
時
間
は
な
い
の
で
し
ぜ
ん
に
感
情
の
し
づ
ま
る
ま

す
で

お
弾
き
な
さ
い
お
る
が
ん
を
あ
な
た
は
お
ほ
き
な
黒
い
風
琴

や
さ
し
く
と
う
え
ん
に
し
を
お
弾
き
な
さ
い

め
や
か
に
お
そ
ろ
し
い
暗
闇
の
壁
の
中
で

大
雪
の
ふ
り
つ
む
と
き
の
松
葉
あ
な
た
は
熱
心
に
身
を
な
げ
か

の
や
う
に
け
る

あ
か
る
い
光
彩
を
な
げ
か
け
て
あ
な
た
／
、

お
弾
き
な
さ
い
あ
あ
な
ん
と
い
ふ
は
げ
し
く

お
弾
き
な
さ
い
お
る
が
ん
を

陰
鯵
な
る
感
情
の
け
い
れ
ん

註
④

お
る
が
ん
を
お
弾
き
な
さ
い
よ
・
「
黒
い
風
琴
」
（
『
青
猫
』
）

三
目
猫
」
前
期
の
詩
法
は
、
大
正
七
年
の
こ
の
詩
篇
等
で
代
表
さ
れ
る
、

語
の
音
感
的
効
果
に
立
脚
し
て
詩
的
宇
宙
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
語

頭
に
同
音
な
い
し
同
行
音
を
持
つ
句
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
配
置
・
同
語
な
い
し

同
句
の
連
続
的
使
用
・
同
じ
よ
う
な
言
い
廻
し
の
使
用
、
と
い
っ
た
方
法
で

イ
メ
ー
ジ
は
表
現
さ
れ
る
。
〈
お
る
が
ん
を
お
弾
き
な
さ
い
女
の
ひ
と
よ
〉

の
如
き
同
音
を
語
頭
に
持
つ
句
の
連
用
、
こ
の
方
法
は
、
（
以
下
の
圏
点
平
田
）

こ
こ
の
海
岸
に
は
草
も
生
え
な
い

「
沖
を
眺
望
す
る
」
（
『
青
猫
』
大
正
六
年
）

私
の
か
ら
だ
を
が
っ
し
り
と
抱
い
て
く
れ

、

¥



「
強
い
腕
に
抱
か
る
」
（
『
青
猫
』
大
正
六
年
）

の
如
き
同
行
音
を
使
用
す
る
方
法
に
生
か
さ
れ
、
更
に
は
、

ｘ

あ
あ
あ
こ
が
れ
こ
が
れ
い
く
た
び
か
夢
に
ま
で
見
た
寝
台

「
腕
の
あ
る
寝
台
」
（
『
蝶
を
夢
む
』
大
正
六
年
）

ｘ
Ｏ
ｘ

Ｏ
ｏ
Ｏ

あ
あ
心
臓
の
こ
こ
の
と
こ
ろ
に
手
を
あ
て
て

「
強
い
腕
に
抱
か
る
」

の
よ
う
に
、
ワ
ン
ク
ヅ
シ
ョ
ン
を
置
い
た
活
用
の
仕
方
も
試
み
ら
れ
る
。
斯

様
に
し
て
一
次
的
言
語
に
は
無
い
音
感
的
リ
ズ
ム
性
を
賦
与
す
る
事
に
よ
っ

て
一
次
的
言
語
は
二
次
的
言
語
化
さ
れ
、
テ
ー
マ
は
作
者
の
生
の
声
と
し
て

で
は
な
く
、
そ
う
い
う
日
常
的
次
元
を
超
え
た
詩
的
宇
宙
の
形
而
上
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
ｌ

こ
の
感
情
の
伸
び
て
ゆ
く
あ
り
さ
ま

ま
つ
す
ぐ
に
伸
び
て
ゆ
く
喬
木
の
や
う
に

い
の
ち
の
芽
生
の
ぐ
ん
ぐ
ん
と
の
び
る
。

１
以
下
略
ｌ

「
野
原
に
寝
る
」
（
『
青
猫
』
大
正
六
年
）

こ
の
詩
篇
に
於
て
は
〈
伸
び
る
〉
と
い
う
同
語
が
連
続
使
用
さ
れ
て
い
、
そ

こ
か
ら
来
る
音
感
性
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

ｅこ
の
方
法
で
詩
的
宇
宙
を
構
築
す
る
方
法
は
、
意
味
上
か
ら
す
る
と
一
次
的

言
語
の
次
元
に
止
ま
り
が
ち
だ
。
そ
れ
が
二
次
的
言
語
の
世
界
に
な
り
得
て

い
る
の
は
、
〈
伸
び
る
〉
と
い
う
同
語
が
テ
ー
マ
の
説
明
の
為
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
音
感
上
の
リ
ズ
ム
の
為
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
〈
感
情
の
伸
び
て
ゆ
く
あ
り
さ
ま
〉
は
〈
ま
つ
す
ぐ
に
伸
び
て
ゆ
く

郡

４
｝

喬
木
の
や
う
に
〉
と
説
明
さ
れ
る
の
で
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
っ
て
、
〈
喬
木
の
や
う
に
〉
〈
伸
び
る
〉
の
は
、
次
行
の
く
い
の
ち
の
芽

生
の
ぐ
ん
ぐ
ん
と
の
び
る
〉
そ
の
く
い
の
ち
〉
で
あ
る
。
し
か
も
く
い
の
ち

の
芽
生
の
〉
に
於
て
傍
線
し
た
助
詞
は
、
文
語
体
の
詩
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

本
来
は
〈
が
〉
乃
至
〈
は
〉
を
使
用
す
尋
へ
き
で
あ
り
、
そ
こ
を
〈
の
〉
と
、

謂
わ
ば
文
法
的
に
破
格
に
表
現
す
る
事
に
よ
っ
て
く
い
の
ち
の
芽
生
の
ぐ
ん

ぐ
ん
と
の
び
る
〉
イ
メ
ー
ジ
は
、
〈
ま
つ
す
ぐ
に
伸
び
て
ゆ
く
喬
木
の
や
う

に
〉
と
い
う
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
説
明
句
を
単
な
る
説
明
句
と
し
て
終
ら
せ

ず
、
一
つ
の
二
次
的
言
語
と
し
て
独
立
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
破
格
表
現
は

朔
太
郎
詩
の
終
生
の
詩
法
と
し
て
後
倉
ま
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
〈
ま
つ
す
ぐ
に
伸
び
て
ゆ
く
喬
木
の
や
う
に
〉
と
い
う
句
は
説
明
句
の
よ

う
に
見
え
て
お
り
乍
ら
、
独
立
の
二
次
的
世
界
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
同
語
の
連
続
使
用
に
よ
っ
て
詩
的
宇
宙
を
構
築
す
る

方
法
は
、
三
月
猫
」
に
於
て
は
「
黒
い
風
琴
」
・
「
恐
ろ
し
く
憂
諺
な
る
」

（
大
正
六
年
）
・
「
薄
暮
の
部
屋
」
（
同
年
）
、
「
蝶
を
夢
む
』
に
於
て
は
「
蝶

を
夢
む
」
（
大
正
六
年
）
・
「
腕
の
あ
る
寝
台
」
（
同
年
）
等
に
明
瞭
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
言
い
廻
し
を
用
い
る
方
法
、
こ
れ
は
殆
ど
全
て
の
作
品
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
「
薄
暮
の
部
屋
」
・
「
寝
台
を
求
む
」
・
「
強
い
腕
に
抱

か
る
」
・
「
そ
の
襟
足
は
魚
で
あ
る
」
（
『
蝶
を
夢
む
』
大
正
六
年
）
等
を
見

れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
か
ら
具
体
的
な
説
明
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
こ
の

方
法
も
同
語
の
連
続
使
用
と
同
じ
く
、
意
味
上
か
ら
は
一
次
的
言
語
の
次
元

に
止
ま
り
易
く
、
〃
個
盈
の
言
語
の
イ
メ
ー
。
シ
が
独
立
し
て
お
り
乍
ら
同
時

に
そ
れ
ぞ
れ
相
互
扶
助
的
に
譜
和
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〃
と
い
う
詩
芸

了

子



術
の
原
則
を
踏
み
外
し
て
し
ま
う
。
が
、
と
に
も
か
く
に
も
緊
張
感
の
裡
に

読
了
で
き
る
の
は
一
次
的
言
語
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
言
葉
が
少
な
い

か
ら
で
あ
る
。

は
る
や
ま
見
れ
ば
白
い
浮
雲
が
な
が
れ
て
ゐ
る
。

「
蝿
の
唱
歌
」
（
同
右
）

し
ん
め
ん
た
る
常
磐
木
の
重
な
り
あ
ふ
と
こ
ろ
で

「
仏
の
見
た
る
幻
想
の
世
界
」
（
『
青
猫
』
大
正
七
年
）

等
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
〈
お
る
が
ん
〉
を
〈
オ
ル
ガ
ン
〉
・
〈
け
い
れ

ん
〉
‐
を
〈
痙
準
〉
と
置
き
換
え
て
み
れ
ば
判
ろ
う
が
、
こ
の
方
法
は
平
仮
名

表
記
に
よ
っ
て
、
言
語
を
意
味
と
し
て
よ
り
も
先
に
音
感
的
な
も
の
と
し
て

把
握
さ
せ
る
事
で
二
次
的
言
語
化
し
よ
う
と
い
う
方
法
な
の
で
あ
る
。
オ
ノ

グ

萩
原
川
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
）

ま
た
、
通
常
は
片
仮
名
や
漢
字
で
表
記
す
ゞ
へ
き
も
の
を
平
仮
名
で
表
記
し

た
り
、
奇
妙
な
オ
ノ
マ
げ
へ
を
使
用
す
る
方
法
も
、
一
次
的
言
語
を
二
次
的
言

語
化
す
る
為
の
詩
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
種
の
破
格
表
現
で
あ
る
。
前
者

は
「
黒
い
風
琴
」
に
於
け
る
〈
お
る
が
ん
〉
〈
け
い
れ
ん
〉
〈
ぱ
い
ぷ
お
る

が
ん
〉
く
れ
く
れ
え
む
〉
等
や
、
（
以
下
の
傍
線
平
田
）

、
、
、

ぴ
あ
の
の
鍵
盤
を
た
た
く
指

（
マ
マ
）

親
指
の
肌
へ
太
っ
た
う
つ
く
し
さ
と
そ
の
無
虐
な
る
野
蛮
性

あ
あ
そ
の
す
ゞ
へ
す
べ
と
み
が
き
あ
げ
た
い
つ
ぼ
ん
の
指
を
お
し
い
た

だ
き

そ
の
手
の
甲
は
わ
つ
ぶ
る
の
ふ
く
ら
み
で

以
上
「
そ
の
手
は
菓
子
で
あ
る
」
（

U

（
『
青
猫
』
大
正
六
年
）

4

マ
ト
。
へ
に
つ
い
て
も
、
〈
現
実
に
つ
な
が
り
を
一
切
も
た
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
詩
的
現
実
を
構
成
す
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
、

現
実
に
お
い
て
意
味
を
も
た
な
い
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ

に
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
小
宇
宙
、
そ
の
新
ら
し
い
現
実
で
、
い
わ
ば

註
⑤

万
能
薬
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
〉
も
の
、
即
ち
〃
オ
ノ
マ
ト
・
へ
Ｉ

意
味
″
と
い
っ
た
一
次
的
言
語
と
し
て
で
は
な
く
、

と
を
て
く
う
、
と
を
る
も
う
、
と
を
る
も
う
。

「
鶏
」
（
『
青
猫
』
大
正
七
年
）

か
う
か
う
と
鳴
る
あ
の
大
き
な
浪
の
音
を
き
け

「
冬
の
海
の
光
を
感
ず
」
（
『
蝶
を
夢
む
』
大
正
六
年
）

と
い
っ
た
、
日
常
的
次
元
と
は
断
絶
し
た
二
次
的
言
語
、
即
ち
〃
オ
ノ
マ
ト

註
⑥

。
へ
＃
意
味
″
の
オ
ノ
マ
ト
。
へ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
意
味
上
の
破
格

表
現
と
言
え
よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
青
猫
』
前
期
に
於
て
は
、
語
の
音
感
的
音
楽

性
を
最
大
に
利
用
し
て
詩
的
宇
宙
が
構
成
表
現
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法

は
、
一
見
き
ら
び
や
か
な
詩
法
的
成
功
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
は
し
て

も
、
そ
れ
が
、
ど
ん
な
語
も
一
次
的
言
語
の
侭
で
既
に
多
か
れ
少
な
か
れ
必

ず
持
っ
て
い
る
音
韻
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
そ
の
華
や
か
さ

に
頼
り
過
ぎ
た
り
・
語
の
音
韻
的
効
果
を
失
っ
た
り
す
れ
ば
、
詩
的
イ
メ
ー

ジ
は
立
所
に
形
而
下
的
な
一
次
的
仙
界
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
詩
芸
術

と
し
て
は
成
立
し
難
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
弱
点
を
孕
ん
で
い
る
。
例

え
ば
「
青
猫
」
（
『
青
猫
』
大
正
六
年
）
等
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
後

一
一
一
一
一
一
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述
の
『
氷
島
」
の
文
語
体
に
も
関
係
し
て
ゆ
く
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
詩

篇
で
は
〈
都
会
を
愛
す
る
の
は
よ
い
こ
と
〉
だ
と
い
う
意
味
の
事
を
、
同
じ

よ
う
な
言
い
廻
し
を
繰
り
返
し
て
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
を
志
し
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
単
な
る
平
板
な
一
次
的
言
語
に
よ
る
説
明
に
終
っ
て
い

る
為
、
第
二
聯
で
唐
突
に
文
語
調
を
用
い
て
、
そ
の
音
感
的
音
楽
性
に
噸
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
て
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
手
法
は
、
例
え

の
を
あ
あ
る
と
を
あ
あ
る
や
わ
あ

「
遺
伝
」
（
『
青
猟
』
大
正
十
年
）

づ
し
り
、
づ
し
り
、
ぱ
た
り
、
。
ぱ
た
り

ざ
つ
ぐ
、
ざ
つ
く
、
ざ
つ
く
、
ざ
つ
く
。

以
上
「
軍
隊
」
（
『
青
猫
』
大
正
十
一
年
）

等
の
オ
ノ
マ
ト
・
へ
、
ま
た
、
（
以
下
の
傍
線
平
田
）

、
、
、
、

私
は
ゆ
っ
た
り
と
ふ
お
う
ぐ
を
取
っ
て

ｉ
Ｉ

お
む
れ
つ
ふ
ら
い
の
類
を
食
ぺ
た
。

以
上
．
「
閑
雅
な
食
欲
」
（
『
青
猫
』
・
大
正
十
年
）

『
青
猫
」
後
期
に
な
る
と
、
前
期
に
見
ら
れ
た
音
韻
的
効
果
を
一
・
へ

侭
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
手
法
は
、
例
え
ば
、

わ
た
し
の
律
や
さ
ん
は
い
っ
し
ん
で
す
よ
。

「
笛
の
音
の
す
る
里
へ
行
か
う
よ
」
（
『
青
猫
』

ｉ
訓
１
１
Ⅷ
１
１
Ⅷ
！
、
、
、
、
、
、

で
う
す
は
い
す
ら
え
え
る
の
野
に
ご
ざ
っ
て

○

○

lll
ヂ

｡

大
正
十
一
年
）

I

ス

に

グ

奇
異
な
る
ひ
と
つ
の
い
め
え
ぢ
は

以
上
「
か
つ
て
信
仰
は
地
上
に
あ
っ
た
」
（
『
蝶
を
夢
む
』
大
正
十
一
年
）

等
の
平
仮
名
表
記
、
そ
れ
に
、
「
白
い
牡
鶏
」
（
『
青
猫
』
大
正
十
一
年
）
に

於
け
る
〈
ｌ
で
す
〉
〈
ｌ
を
こ
え
〉
の
要
所
々
壷
へ
の
配
置
や
「
艶
め

け
る
霊
魂
」
（
『
青
猫
』
大
正
十
年
）
に
於
け
る
各
聯
最
後
の
三
行
の
言
い
廻

し
等
に
見
ら
れ
る
同
じ
言
い
廻
し
等
々
に
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
『
青
猫
』

前
期
ほ
ど
多
用
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
そ
れ
に
、
そ
の
詩
法
が
、
詩
篇
の
イ

メ
ー
ジ
造
型
の
成
功
不
成
功
を
決
定
す
る
程
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
訳
で

も
な
い
。

冬
の
曇
天
の
凍
り
つ
い
た
天
気

の
下
で

そ
ん
な
に
憂
診
な
自
然
の
中
で

だ
ま
っ
て
道
ば
た
の
草
を
食
っ

て
る

み
じ
め
な
し
ょ
ん
ぼ
り
し
た

宿
命
の
因
果
の
蒼
ざ
め

た
馬
の
影
で
す

わ
た
し
は
影
の
方
へ
う
ご
い
て

行
き

さ
ん
た
ま
り
や
さ
ん
た
ま
り
や
。

、
、
、
、

い
る
ま
ん
の
眼
に
う
か
ぶ
涙
を
か
ん
じ
た

あ
す
、
、
、

明
日
は
く
る
す
で
お
目
に
か
か
ら
う
。

あ
あ
は
や
く
動
い
て
そ
こ
を
去

れ

ら
い
ふ
す
ぐ
り
ん

わ
た
し
の
生
涯
の
映
画
膜
か
ら

ず

す
ぐ
に
す
ぐ
に
外
り
さ
っ
て

こ
ん
な
幻
像
を
消
し
て
し
ま

へ

私
の
「
意
志
」
を
信
じ
た
い
の

馬
の
影
は
わ
た
し
を
眺
め
て
ゐ

る
や
う
す
。

三
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だ
。
馬
よ
／

板
か
ら

因
果
の
宿
命
の
定
法
の
蒼
ざ
め
た
影
を
逃
走
し
ろ
。

み
じ
め
な
る
「
蒼
ざ
め
た
馬
」

絶
望
の
凍
り
つ
い
た
風
景
の
乾
（
皇
同
猫
』
大
正
十
年
）

こ
の
詩
篇
を
見
て
も
判
る
よ
う
に
、
前
期
の
如
き
詩
法
は
凡
そ
影
を
潜
め
、

視
覚
に
よ
っ
て
詩
的
宇
宙
は
構
築
さ
れ
る
。

〈
凍
り
つ
い
た
〉
と
表
現
す
る
事
で
詩
篇
の
、
ヘ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

〈
愛
麓
な
自
然
〉
を
停
止
さ
せ
る
方
法
は
、
音
甜
的
音
楽
性
を
駆
使
し
た
イ

メ
ー
ジ
の
構
築
方
法
で
は
な
い
。
本
来
の
〈
風
景
〉
で
は
風
も
吹
い
て
い
よ

う
し
、
〈
曇
天
〉
で
で
は
雲
も
重
な
り
流
れ
て
い
よ
う
。
そ
う
い
う
〈
自
然
〉

を
停
止
さ
せ
る
処
に
、
こ
の
詩
篇
の
詩
的
宇
宙
は
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
〈
風
景
〉
の
二
次
的
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
〈
蒼
ざ
め
た
馬

の
影
〉
だ
け
が
〈
だ
ま
っ
て
道
ば
た
の
草
を
食
っ
て
る
〉
（
動
い
て
い
る
）
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
〈
腸
の
影
〉
が
〈
草
を
食
っ
て
〉
い
れ
ば
、
雑
草
を
噛

み
切
る
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
音
だ
の
葉
ず
れ
の
音
も
聞
え
て
米
る
筈
な
の
に
、

そ
れ
も
無
い
。
Ｉ
こ
の
詩
篇
は
、
そ
う
い
っ
た
非
現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ

（
詩
的
宇
宙
の
イ
メ
ー
ジ
）
に
向
か
っ
て
〈
こ
ん
な
幻
像
を
消
し
て
し
ま
へ
〉

と
直
接
的
に
叫
び
か
け
、
そ
し
て
そ
れ
は
く
蒼
ざ
め
た
影
を
逃
走
し
ろ
〉
と

い
っ
た
叫
び
の
儘
に
終
る
。
一
見
こ
れ
ば
一
次
的
言
語
の
よ
う
で
あ
る
が
、

し
か
し
〈
わ
た
し
〉
は
既
に
〈
影
の
方
へ
う
ご
い
て
行
〉
っ
て
、
そ
こ
か
ら

叫
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
〈
わ
た
し
〉
な
る
作
者
は
日
常
的
な
場
か

ら
の
説
明
的
な
叫
び
を
叫
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
「
蒼
ざ
め
た

馬
」
は
、
一
次
的
言
語
を
そ
の
ま
ま
二
次
的
世
界
で
使
用
す
る
事
に
よ
っ
て

萩
原
朔
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
）

凸

､

I

（
二
次
的
世
界
と
一
次
的
世
界
と
を
程
良
く
調
和
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
）
一
個
の
詩

的
宇
宙
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
『
青
猫
」
前
期
と
『
青
猫
』
後
期
と
の
詩
法
上
の
相
違
は
、

「
黒
い
風
琴
」
等
に
代
表
さ
れ
る
前
期
の
詩
篇
の
情
操
が
〈
あ
な
た
は
熱
心

に
身
を
な
げ
か
け
る
／
あ
な
た
／
，
／
あ
あ
な
ん
と
い
ふ
は
げ
し
く
陰
麓
な

る
感
情
の
け
い
れ
ん
よ
・
〉
と
訳
わ
れ
る
よ
う
な
、
イ
デ
ア
へ
の
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
思
慕
を
含
む
、
詔
わ
ば
感
覚
的
に
調
わ
れ
る
〈
陰
酵
〉
性
で
あ
り
、

「
蒼
ざ
め
た
馬
」
等
に
代
表
さ
れ
る
『
青
猫
』
後
期
の
情
操
が
〈
凍
り
つ
い
・

た
天
気
の
下
で
〉
〈
蒼
ざ
め
た
馬
の
影
〉
が
〈
だ
ま
っ
て
道
ば
た
の
草
を
食

っ
て
る
〉
〈
み
じ
め
な
〉
、
イ
デ
ァ
ヘ
の
思
慕
を
喪
失
し
た
虚
無
的
な
、
謂
わ

ば
し
っ
く
り
と
調
わ
れ
る
膜
想
的
な
く
し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
〉
も
の
だ
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
情
操
の
相
違
の
も
と
に
そ
れ
が
生
じ
た
の
だ
と
言
う
人
も
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
確
か
に
言
え
る
事
だ
が
、
し
か
し
朔
太
郎
自
身
〈
か
く
私
の
詩
の
或

る
も
の
は
、
お
ほ
む
ね
感
覚
的
愛
鯵
性
に
屈
し
、
他
の
或
る
も
の
は
思
索
的

愛
麓
性
に
属
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
そ
の
何
れ
に
せ
よ
、
（
中
略
）
そ
れ
ら
の
も

の
は
私
の
詩
の
衣
裳
に
す
ぎ
な
い
。
〉
と
『
青
猫
」
の
「
序
」
で
言
っ
て
い
る

よ
う
に
、
詩
篇
の
モ
テ
ィ
ー
ブ
た
る
情
操
の
有
り
様
に
の
み
表
現
形
式
を
関

連
付
け
て
片
付
け
る
事
も
少
を
一
而
的
で
あ
る
と
言
え
は
す
室
い
か
？
怖

操
は
確
か
に
表
現
形
式
を
決
定
し
は
す
る
が
、
問
題
は
、
そ
う
い
う
、
イ
メ
ー

ジ
の
背
後
に
あ
る
情
操
に
の
み
存
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
作
者

の
態
度
に
も
あ
る
と
思
う
。
『
青
猫
』
前
期
で
の
音
韻
的
音
楽
性
を
基
盤
に

し
た
詩
法
に
於
て
は
、
作
者
は
、
語
そ
の
も
の
や
文
脈
の
持
つ
音
感
的
効
果

に
頼
っ
て
詩
的
宇
宙
を
構
築
し
・
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
か

三
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ら
、
一
次
的
言
語
を
完
全
な
意
味
で
二
次
的
言
語
化
し
て
お
ら
ず
、
一
次
的

世
界
に
近
い
処
で
使
っ
て
い
、
し
か
も
音
感
的
享
受
は
享
受
者
に
よ
っ
て
様

々
と
い
う
窓
意
性
を
持
つ
の
で
、
そ
れ
だ
け
イ
メ
ー
ジ
が
不
定
定
な
の
だ
け

れ
ど
（
例
え
ば
既
述
の
「
青
猫
」
の
如
く
、
音
感
的
効
果
を
失
え
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
詩

的
イ
メ
ー
ジ
が
成
立
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）
、
「
青
猫
』
後
期
の
視
覚
的
に
詩
的

イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
詩
法
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
自
身
で
視
覚
的
な

定
ま
り
を
持
つ
の
で
、
『
青
猫
』
前
期
の
如
き
不
安
定
さ
が
な
い
。
作
者
は

語
や
文
脈
の
音
感
性
に
頼
ら
ず
、
語
の
一
次
的
意
味
を
二
次
的
意
味
に
転
化

す
る
事
で
詩
的
宇
宙
を
構
築
す
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
語
の
意
味
は
音
感
性

と
比
し
て
窓
意
性
が
少
な
い
・
そ
の
意
味
で
、
「
青
猫
」
後
期
の
詩
法
に
よ

る
詩
的
宇
宙
は
、
『
青
猫
」
前
期
の
そ
れ
よ
り
も
安
定
し
て
お
り
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
も
、
『
青
猫
』
前
期
の
そ
れ
が
音
韻
的
音
楽
性
に
よ
っ
て
二
次
的
世

界
の
も
の
と
な
り
得
て
い
た
の
に
対
し
、
『
青
猫
」
後
期
の
そ
れ
は
、
そ
れ

自
身
で
二
次
的
世
界
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
安
定
性
が
得
難

い
も
の
で
あ
る
故
に
、
二
次
的
世
界
で
一
次
的
言
語
を
用
い
、
程
良
く
譜
和

さ
せ
る
と
い
う
複
雑
な
方
法
も
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
し
て
、
私
は
「
青
猫
』
前
期
よ
り
も
『
青
猫
』

後
期
を
高
く
評
価
し
た
い
訳
だ
が
、
更
に
言
え
ば
、
「
青
澗
』
は
、
口
語
で

調
わ
れ
た
故
に
大
い
な
る
評
価
に
価
す
る
の
で
は
な
ぐ
て
、
以
上
の
如
き
、

一
次
的
言
語
の
二
次
的
言
語
化
・
詩
的
宇
宙
の
構
築
・
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
表

現
を
成
し
遂
げ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

尚
、
『
青
猫
」
後
期
の
代
表
的
作
品
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
「
蒼
ざ
め

た
馬
」
の
他
に
『
青
猫
』
中
で
は
「
憂
諺
な
風
景
」
（
大
正
十
一
年
）
。
、
「
艶

才

註
①
朔
太
郎
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
詩
集
『
蝶
を
夢
む
』
は
〈
「
前
篇
」
と
「
後

篇
」
の
二
部
に
別
か
れ
〉
〈
前
篇
は
第
二
詩
集
「
青
猫
」
の
選
に
も
れ
た
詩
を
あ

つ
め
た
も
の
、
後
篇
は
第
一
詩
集
「
月
に
吠
え
る
」
の
拾
遺
〉
で
あ
る
。
と
は
言

え
、
そ
れ
は
く
必
し
も
内
容
の
無
関
心
や
低
劣
を
意
味
〉
せ
ず
、
〈
「
選
に
も
れ

た
」
の
は
、
む
し
ろ
他
の
別
の
原
因
’
た
と
へ
ば
他
の
詩
風
と
の
不
調
和
や
、

同
想
の
類
似
が
あ
っ
て
重
複
す
る
た
め
や
、
特
に
そ
の
編
纂
に
際
し
て
詩
稿
を
失

っ
て
居
た
為
や
Ｉ
で
〉
〈
当
然
「
青
猫
」
に
入
れ
る
《
へ
く
し
て
誤
っ
て
落
稿
し

た
〉
も
の
も
あ
る
と
い
っ
た
の
が
詩
集
『
蝶
を
夢
む
』
の
内
容
で
あ
る
。

。
以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
節
で
扱
う
の
は
、
詩
集
『
蝶
を
夢
む
』

の
前
半
、
即
ち
今
青
猫
」
の
選
に
も
れ
た
詩
〉
篇
群
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
示
し

た
朔
太
郎
の
言
葉
は
、
前
掲
全
集
本
第
一
巻
所
収
〈
詩
集
『
蝶
を
夢
む
』
の
「
詩

集
の
始
に
」
〉
（
全
集
木
二
一
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

尚
、
本
稿
に
於
て
は
、
以
下
『
蝶
を
夢
む
』
と
言
え
ば
〈
詩
集
『
蝶
を
夢
む
』

前
半
〉
を
指
す
も
の
と
す
る
。

②
厳
密
に
は
、
『
青
淵
』
に
「
寝
台
を
求
む
」
、
『
蝶
を
夢
む
』
に
「
春
の
芽
生
」
・

「
野
景
」
の
計
三
篇
の
大
正
四
年
の
も
の
、
そ
し
て
『
蝶
を
夢
む
』
に
「
波
止
場

・
の
烟
」
な
る
同
十
二
年
の
も
の
一
篇
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
凡
そ
本
文
の
如
く
と
考

え
て
お
い
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
尚
、
作
品
の
年
次
的
な
事
に
関
し
て
は
前
掲

（
序
註
⑤
参
照
）
の
「
作
品
年
譜
」
に
よ
る
が
、
制
作
年
月
日
は
判
明
の
も
の
も

あ
り
不
明
の
も
の
あ
る
の
で
、
特
に
支
障
を
来
た
す
と
思
わ
れ
る
も
の
で
な
い
限

り
、
雑
誌
発
表
時
と
ほ
ぼ
同
順
と
考
え
て
論
を
進
め
る
。

③
那
珂
太
郎
氏
は
、
そ
の
中
断
の
理
由
に
つ
い
て
〈
詩
作
自
体
の
内
部
に
お
け
る

問
魑
が
あ
っ
た
〉
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
明
察
で
あ
る
（
序
註
⑥
と
同
書
同
論

文
一
○
三
’
一
○
四
頁
）
。

め
か
し
い
墓
場
」
（
同
年
）
等
、
「
蝶
を
夢
む
』
中
で
で
は
「
石
竹
と
青
猫
」

（
大
正
十
一
年
）
・
「
嵯
畭
」
（
同
年
）
等
が
あ
ろ
う
。

〃
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２
『
「
青
猫
」
以
後
』
・
『
定
本
青
猫
」

『
「
青
猫
」
以
後
』
は
〈
皇
同
猫
」
出
版
後
に
作
〉
ら
れ
た
く
約
三
十
篇
ほ

ど
ン
の
う
ち
〈
郷
土
望
景
詩
篇
に
属
す
る
も
の
十
篇
〉
を
除
い
た
、
年
次
的

に
は
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
一
一
年
に
か
け
て
〈
時
友
の
難
課
載
せ
〉
ら
れ

註
①

た
二
十
篇
で
あ
り
、
〈
「
青
猫
」
を
完
全
な
定
本
詩
集
と
す
る
為
〉
の
目
的
で

編
ま
れ
た
『
定
本
青
猫
』
は
そ
の
性
格
の
故
に
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
詩
篇

が
大
部
分
で
あ
っ
て
、
初
出
の
も
の
は
昭
和
二
年
と
同
三
年
の
詩
篇
そ
れ
ぞ

れ
一
篇
ず
つ
、
計
二
篇
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
両
計
二
十
二
詩
篇
は
、
朔
太
郎
自
身
の
口
か
ら
す
れ
ば
〈
初
版

（
マ
マ
）

「
青
猫
」
（
中
略
）
の
校
正
が
終
り
、
本
が
市
上
に
出
始
め
た
頃
、
私
は
さ

ら
に
ま
た
多
く
の
詩
を
作
っ
て
居
〉
て
〈
そ
れ
ら
の
詩
篇
は
、
す
↓
へ
て
「
青

猫
」
に
現
れ
た
同
じ
詩
境
の
続
篇
で
あ
り
、
詩
の
テ
ー
マ
に
於
て
も
ス
タ
イ

ル
に
於
て
も
、
当
然
「
青
猫
」
の
中
に
編
入
す
筆
へ
き
〉
〈
そ
れ
が
無
け
れ

萩
原
朔
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
）

④
前
掲
、
新
潮
社
版
『
萩
原
朔
太
郎
全
集
』
第
一
巻
。
以
下
朔
太
郎
の
詩
は
全
て

こ
の
書
に
よ
る
。

⑤
序
註
④
と
同
論
文
。
二
三
頁
。

⑥
或
い
は
、
〈
ぷ
む
ぶ
む
ぶ
む
ぶ
む
ぶ
む
ぶ
む
・
〉
（
「
薄
暮
の
部
屋
」

ｌ
『
青
猫
』
ｌ
大
正
六
年
）
や
〈
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
と
〉
（
「
恐
ろ
し

く
憂
唾
な
る
」
ｌ
同
右
ｌ
）
等
は
〃
意
味
Ⅱ
オ
ノ
マ
ト
・
へ
〃
と
し
て
の
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
反
論
も
あ
る
、
１
し
か
し
、
〈
ぶ
む
〉
や
〈
ぴ
か
〉
は
本
ら
い
片
仮

名
で
表
記
さ
る
、
●
へ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
を
平
仮
名
で
表
記
し
て
、

芯
味
と
し
て
よ
り
も
先
に
音
韻
と
し
て
表
出
す
る
処
に
、
現
実
へ
の
墜
落
を
避
け

る
朔
太
郎
の
詩
法
が
あ
る
。

q

ば
、
詩
集
と
し
て
の
し
め
括
り
が
な
く
、
大
尾
の
完
成
が
欠
け
る
や
う
な
も

識
③
の
〉
だ
と
い
う
事
に
な
る
。
つ
ま
り
、
詩
集
「
青
猫
』
の
〈
し
め
括
り
〉
乃

至
〈
大
尾
の
完
成
〉
と
し
て
の
詩
篇
群
で
あ
る
訳
だ
が
、
そ
の
詩
法
を
一
口

ら
に
し
て
言
え
ば
、
「
青
猫
」
後
期
の
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

く
ち

ど
こ
に
こ
の
情
欲
は
口
を
ひ
ら

い
た
ら
好
い
だ
ら
う

う
ふ
が
め

大
海
餡
は
山
の
や
う
に
眠
っ
て

ゐ
る
し

古
生
代
の
海
に
近
く

し
ゃ
こ

厚
さ
千
貫
目
ほ
ど
も
あ
る
鵺
鵲

の
貝
殻
が
眺
望
し
て
ゐ
る
。

な
ん
と
い
ふ
鈍
暗
な
日
ざ
し
だ

卜
ｂ
声
フ

し
ぶ
き
に
け
む
れ
る
川
々
の
島

か
げ
か
ら

ふ
し
ぎ
な
病
院
船
の
か
た
ち
が

現
は
れ

と
も
づ
な

そ
れ
が
沈
没
し
た
碇
の
績
を

ず
る
ず
る
と
曳
い
て
ゐ
る
で

ｌ
ｆ
ｌ
】
ノ
ー
Ｖ
，
詞
〃

十
鉢
学
生
、
乱
Ｏ

ね
え
／
，
お
嬢
さ
ん
‐

い
つ
ま
で
僕
等
は
此
処
に
坐
り

此
処
の
悲
し
い
岩
に
並
ん
で

、

ゐ
る
の
で
せ
－
つ

太
陽
は
無
限
に
遠
く

光
線
の
さ
し
て
く
る
と
こ
ろ
に

ぼ
う
ぼ
う
と
い
ふ
ほ
ら
貝
が

鳴
る
。

お
嬢
さ
ん
／
，

か
う
し
て
寂
し
く
ぺ
ん
ぎ
ん
鳥

の
や
う
に
な
ら
ん
で
ゐ
る
と

、
、
、

愛
も
肝
臓
も
つ
ら
ら
に
な

っ
て
し
ま
ふ
や
』
フ
だ
。

や
さ
し
い
お
嬢
さ
ん
／

の
ぞ
ゑ

も
う
僕
に
は
希
望
も
な
く
平

ら
い
ふ

和
な
生
活
の
慰
め
も
な
い
の

だ
よ

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
僕
を
き
ち
が

ひ
じ
み
た
愛
麓
に
か
り
た
て

る
へ
ん
に
季
節
は
転
転
し
て

す
も
も

も
う
春
も
李
も
め
ち
や
く
ち
や

三
七



な
妄
想
の
網
に
｝
」
ん
が
ら
か
そ
の
う
へ
情
欲
の
言
ひ
や
う
も

っ
た
。
あ
り
は
し
な
い
し

ど
う
す
れ
ば
好
い
の
だ
ら
う
こ
れ
ほ
ど
に
も
せ
つ
な
い
心
が

お
嬢
さ
ん
／
わ
か
ら
な
い
の
？
お
嫉
さ

ぽ
く
ら
は
お
そ
ろ
し
い
孤
独
の
ん
／

海
辺
で
大
き
な
典
肉
の
や
「
あ
る
風
景
の
内
殼
か
ら
」

う
に
ふ
る
ゑ
て
ゐ
る
。
（
『
「
青
猫
」
以
後
』
大
正
十
二
年
）

イ
メ
ー
ジ
の
視
覚
的
な
構
築
に
よ
る
う
た
い
あ
げ
の
詩
法
は
、
そ
れ
が
詩

法
と
し
て
殆
ど
完
全
に
近
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
詩
篇
の
よ
う
に
継

●

承
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
大
正
十
二
年
の
作
品
に
は
、
他
に
も
「
風
船
乗
り

・
識
④

の
夢
」
・
「
古
風
な
博
覧
会
」
・
「
ま
ど
ろ
す
の
歌
」
（
い
ず
れ
も
．
背
刑
」

以
後
』
）
等
、
二
月
淵
」
後
期
の
詩
法
を
展
開
し
た
多
く
の
秀
作
が
あ
る
。
し

か
し
、
わ
た
し
は
遠
い
旧
舎
の
方
か
ら

あ
ざ
ら
し

海
豹
の
や
う
に
来
た
も
の
で
す
。

と
い
う
自
己
紹
介
で
始
ま
り
、

ど
こ
に
も
こ
れ
と
い
ふ
仕
事
が
な
く

む
し
よ
く
も
の

つ
か
れ
た
無
職
者
の
ひ
も
じ
さ
か
ら

き
た
な
い
公
園
の
》
ヘ
ン
チ
に
坐
っ
て

あ
ざ
ら
し

わ
た
し
は
海
豹
の
や
う
に
嘆
息
し
た
。

に
終
る
、
大
正
十
四
年
の
「
海
豹
」
（
『
「
青
柵
」
以
後
』
）
と
い
う
作
砧
に
な
る

と
、
そ
の
詩
法
は
失
敗
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
発
句
と
結
句
を
見
た
だ
け
で

も
判
然
と
し
て
い
よ
う
。
〈
や
う
に
〉
と
い
う
言
葉
は
、
一
次
的
言
語
の
世

①

＋

三
八

界
に
於
て
、
何
も
の
か
の
説
明
の
為
に
何
も
の
か
で
例
え
る
比
嶮
言
葉
と
で

も
言
う
。
へ
き
も
の
で
あ
る
。
一
行
目
で
こ
の
詩
篇
は
〈
遠
い
田
舎
〉
と
い
う
、

そ
れ
と
は
現
実
に
存
在
し
得
ぬ
場
所
の
漢
と
し
た
表
現
の
故
に
、
現
実
世
界

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
別
の
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
（
即
ち
詩
的
宇
宙
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
）
成
立
す
る
方
向
に
向
か
う
の
だ
が
、
次
行
で
、
〈
遠
い
田

舎
〉
か
ら
来
た
く
わ
た
し
〉
が
〈
海
豹
〉
の
〈
や
う
に
〉
来
た
生
身
の
人
間

で
あ
る
事
が
明
か
さ
れ
、
そ
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
は
一
次
的
世
界
へ
墜
落
し
て

し
ま
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
二
行
目
で
〈
わ
た
し
〉
が
作
者
自
身
で
あ

る
事
が
判
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
以
下
で
如
何
に
〈
わ
た
し
の
側
で
は
麦
が
実

た
は
た

り
／
旧
畑
が
い
ち
め
ん
に
つ
な
が
っ
て
ゐ
る
・
〉
云
灸
と
、
〈
海
豹
〉
に
例
え

た
作
者
自
身
を
視
覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
為
の
努
力
が
払
わ
れ
よ
う
と
、

そ
れ
は
結
局
、
従
労
に
終
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
一
次
的
言
語
と
二
次
的

言
語
と
の
軽
良
い
譜
和
を
試
み
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
為
に
は
一

次
的
言
語
を
発
す
べ
き
詩
的
宇
宙
が
余
程
し
っ
か
り
と
枇
築
さ
れ
て
お
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
詩
篇
に
於
て
は
、
先
述
の
「
薪
ざ
め
た
馬
」
の

如
く
、
安
定
し
た
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
中
へ
一
次
的
言
語
の
ま
ま
の
嘆
息
を
投

入
す
る
の
で
は
な
く
、
一
次
的
言
語
を
発
す
べ
き
詩
篇
の
、
ヘ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ

を
構
築
せ
ず
、
最
初
の
行
か
ら
、
現
実
的
次
元
で
の
作
者
自
身
の
嘆
息
を
一

次
的
言
語
で
説
明
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
詩
が
二
吹
的
言
語
に
よ
る
非
日
常

の
世
界
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
な
詩

法
上
の
敗
北
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
と
い
う
詩
法
が
成
功
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
詩
篇
と
、
そ
う
で
は
な
い
「
海
豹
」
の
如
き
詩
篇
と
を
分
け
て
み

〃
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る
と
、
「
海
豹
」
の
他
、
大
正
十
二
年
の
「
桃
李
の
道
」
（
．
青
猫
」
以
後
』
）
・

大
正
十
四
年
の
「
大
井
町
」
（
同
上
）
の
計
三
篇
が
失
敗
例
と
言
え
よ
う
。
一

篇
一
篇
を
詳
ら
か
に
証
し
立
て
る
事
は
紙
幅
の
上
で
断
念
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

少
な
く
と
も
、
「
青
猫
」
後
期
の
詩
法
が
『
「
青
猫
」
以
後
』
及
び
『
定
本
青

猫
』
を
貫
く
詩
法
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。

註
①

（
前
掲
全
集
本
第
乖

②
『
定
本
青
猫
』
の

③
こ
の
辺
り
同
右
害
。

こ
の
辺
り
第
一
書
房
版
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』
（
昭
和
三
年
‐
刊
）
の
「
凡
例
」

師
掲
全
集
本
第
一
巻
二
七
○
頁
所
収
）

『
定
本
青
脳
』
の
「
自
序
」
。
（
同
右
全
集
、
二
九
七
頁
ｊ
、
三
○
○
頁
所
収
）

萩
原
朔
太
郎
詩
の
詩
法
（
上
） 甚

ど
う
む

ど
う
む

ゆ
こ
の
詩
篇
の
〈
円
頂
塔
の
上
に
円
頂
塔
が
重
な
り
〉
と
い
う
句
の
配
置
の
様
を

見
れ
ば
、
こ
れ
を
皇
同
猫
』
前
期
に
最
も
よ
く
見
ら
れ
た
音
韻
的
効
果
を
狙
っ
た

詩
篇
だ
と
考
え
が
ち
だ
が
、
し
か
し
こ
の
句
は
、
こ
の
句
が
含
む
視
覚
的
イ
メ
ー

ジ
を
使
っ
て
詩
的
宇
宙
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
為
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
音
韻
的
効
果
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
椛
築
の
詩
法
も
持
ち
越
さ
れ
て
お
り
は
す

る
。
例
え
ば
、
「
沿
海
地
方
」
（
『
「
青
猫
」
以
後
』
大
正
十
二
年
）
に
於
け
る
〈
ゞ
・
・

・
・
は
し
な
い
〉
〈
・
…
：
し
よ
う
〉
の
要
所
々
々
へ
の
配
置
・
「
大
砲
を
贈
っ
」
（
同

上
）
に
お
け
る
〈
の
の
し
り
わ
ら
ふ
〉
と
か
く
と
う
め
い
〉
等
の
平
仮
名
表
記
・

「
郵
便
局
の
窓
口
で
」
（
『
定
本
青
猫
』
昭
和
二
年
）
に
於
け
る
〈
・
・
：
：
よ
〉
の
配

置
・
「
時
計
」
（
同
上
書
昭
和
三
年
）
に
於
け
る
〈
じ
ぽ
・
あ
ん
・
じ
ゃ
ん
Ｊ
・
〉

と
い
っ
た
オ
ノ
マ
ト
・
へ
、
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

、

三

九 Ｉ
ｌ
ｌ
つ
づ
く
Ｉ


